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序

昭和56年4月に開所した財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ーも，はや9年目を

迎えました。乙の間，公共事業は年々増大し，それに伴って， 発掘調査は，単lζ件数の増

加にとどまらず，年ごとに大規模化の傾向にあります。当センタ ーでは，こうした状況に

対応するために，徐々にではありますが，組織 ・体制の強化を進め，調査 ・研究の充実を

図ってまいりました。乙 うした発掘調査の成果については， 『京都府遺跡調査報告書』を

はじめ？ 『京都府遺跡調査概報』 ・『京都府埋蔵文化財情報』その他の各種印刷物を逐次

刊行し， 関係者の利用に供するとともに，「小さな展覧会」 ・「研修会」を開催して，一般

の普及 ・啓発活動lζ も意を注いでいるところであります。

本書は，平成元年度lと実施した発掘調査のうち，京都府中丹土地改良事務所 ・京都府園

部地方振興局 ・京都府乙訓土木事務所 ・日本国有鉄道清算事業団近畿支社 ・建設省近畿地

方建設局 ・京都府土木建築部の依頼を受けて行った，高岡山古墳群 ・塩谷古墳群 ・長岡宮

跡第228次 ・長岡京跡左京第222次 ・第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡 ・新聞遺跡） ・木

津川河床遺跡lζ関する発掘調査概要を収めたものであります。本書が，学術研究の資料と

して，また埋蔵文化財を理解する上で，何がしか役立つところがあれば幸いです。

おわりに，発掘調査を依頼された各機関をはじめ，京都府教育委員会 ・丹波町教育委員

会 ・向日市教育委員会 ・長岡京市教育委員会 ・八幡市教育委員会などの関係諸機関ならび

に，調査に直接参加 ・協力いただいた多くの方がたに厚くお礼申 し上げます。

平成 2 年 3 月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長福 山敏 男



凡 例

1. 本冊lζ収めた概要は

1. 高田山古墳群 2. 塩谷古墳群 3. 長岡宮跡第228次 4. 長岡京跡

左京第222次 5. 第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡 ・新田遺跡） 6. 木

津川河床遺跡

を対象としたものである。

2. 各遺跡の所在地 ・調査期間 ・経費負担者及び概要の執筆は下表のとおりである。

遺 跡 名 所 在 地 ｜調査期間 ｜ 経費負担者 ｜執筆 者

｜平引叶璃炉土地改 ｜州 寛
平元.12.12

船芸郡丹波町字曽根小字
平元.5. 22 

京良都事府務南所丹土地改2.塩谷古墳群 伊野近富
塩 33 平元.9. 7 

3.長次岡宮跡第228 向日市寺戸町西野辺1-10
平元.7. 3 

京務都所府乙訓土木事 石尾政信• 11 
平元.7. 27 

4. ~按一 ｜ 一本一 平元・I6・121日本業国有近鉄道社清算 中川和哉
平元.8.11 事団畿支

I平楠平：；＇日＇I醜省近畿地方建5. 係第二遺京跡阪道路関 八幡市内里 三好博喜史
5.18 三臥[I,川巨ヨ 荒川

平 2.2.27 

平元.5.17 
6.木津川河床遺跡 八幡市八幡焼木等 京都府土木建築部 竹井治雄

平元.9.12 

3. 本冊の編集には，調査第1課資料係が当たった。

nu 
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高田山古墳群

1. 高田山古墳群発掘調査概要

lま じ め

高田山古墳群の発掘調査は，京都府中丹土地改良事務所が計画している府営広域農道建

設に伴う事前調査で，同所の依頼を受けて実施した。発掘調査は，平成元年10月18日から

同2年l月12日までの期間行い，平成元年12月12日lζ現地説明会を行った。参加者は，約

60名である。

今回の調査地は， 一辺25mの方墳である高田山1・2号墳の北側の平坦地にあたる。調

査開始時の測量調査によって，1 • 2号墳と同様な古墳の存在は予想されなかったが， わ

ずかな凹凸を確認し， 須恵器を表面採集した。そのため，試掘トレンチによって遺構 ・遺

物の広がりを確認した後，新たに検出した3・4号墳の調査を行った。調査面積は，試掘

1 
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調査地を含め約720m2である（図版第2一(1））。

発掘調査は，調査第2課調査第2係長水谷寿克，同調査員小池 寛が担当し，本概要の

執筆は小池が担当した。調査を行うにあたり福知山市教育委員会をはじめとして多く の関
（注1)

係諸機関から協力を得た。また，現地調査には，地元有志の方々の協力を得た。記して感

謝の意を表したし、。なお，発掘調査に係る経費は，すべて京都府中丹土地改良事務所が負

担された。

x 
土師器・高杯

。
第4図 3号墳主体部2実損u図

1.黒褐色土，2.暗茶褐色土， 3.黒禍色土
4.黄褐色粘土と磯，5.黒褐色粘質土，6.5 

より暗い

2.調査概要

(1)遺構

高田山古墳群は，京都府福知山市庵我字中

lζ所在する。当該丘陵から福知山市内周辺を

広く見渡す乙とができ，古墳を築造する条件

は良好である（第1図）。

4 

，.・
I~ ・
ヨ
0 1 m 

第5図 3号墳主体部3実測図

1.黒褐色土



高田山古墳群

周辺には，池の奥古墳群をはじめ泉谷古墳群 ・東山古墳群などの後期古墳群が所在して

おり，過去の発掘調査によってそれらの実態が徐々に明らかにされつつある。
（注2)

高田山1・2号墳は，1980年に山城考古学研究会によって測量調査が行われil号墳は

一辺25mの方墳，2号墳は南北22m・東西19mの方墳である乙とが判明した。いずれも墳

丘高2.5mを測り，残存状態は良好である。築造時期については，弥生時代に盛行する方

形台状墓的要素を残している点から，5世紀前半を前後する時期と考えられているが，表

採資料などが確認されていないので，確定できていないのが現状である。今回の調査によ
（注3)

って関連する遺構の検出が期待されたところでもある（第2図 ・図版第1 (1））。

今回の調査地は，1・2号墳の北側に広がる平坦地にあたり，尾根の主軸線上で3・4

。
第6図 4号墳主体部l実測図

1.黒褐色土

号墳を検出し，隣接した部分で平安時代の土

城墓，時期不明のピットを検出した。なお，

わずかに残存する墳丘内から弥生時代lζ比定

できる土器資料が出土しており，墳墓築造以

前になんらかの土地利用が行われたと考えら

れる（第3図 ・図版第1-(2）・2(2））。

3号壌 墳正の大半が削平されているため

墳丘高については不明であるが，周溝最下部

間で計測すれば南北Um・東西9mの規模を

もっ方墳である。周溝の外側肩部は，概して

南北部分の残存状態は良好であるが，東西部

分は，谷地形による崩落などによってほとん

ど残存していない。墳丘中央部では埋葬主体

部を2基検出した。

主体部2（第4図 ・図版第3-(1)）の掘形は

l.15m×4. 7mの規模を有し，棺はO.65m× 

2. 6mである。棺の形式は通有lζ見られる

「同」形の組合式木棺であるが，両木口には

幅O.65m・高さO.28mの範囲に拳大の礁と黄

褐色粘土をていねいに充填し，木口板が倒れ

込まないように工夫されている。東側木口部

の棺外から土師器 ・高杯（第8図9・10）が2

点出土している。棺床は，黒褐色粘質士と黒

5 
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褐色土を敷いて平坦にしてい

る。また，棺床下の地山面に

はピットが掘り込まれており，

排水を目的としたものと考え

られる。棺内東端床面直上で

鉄鉱2点（第9図2・3）が出

土しているが，他の副葬品は

確認できなかった。

主体部3（第5図・図版第3

-(1））の掘形はlm×3.2m，棺

はO.5m×1. 9mの規模を有し

ている。墓放の大半が削平さ

~I耳、 l耳寸
ヒD.~ヰくJλ
R_~ ¥__ L.../・J’

七~ )Jソ )d止10
一ーミえ／

。 1 m 

第7図 土 嬢 墓1実測図

子 一「 7
n
戸｛ー
＼〕
。

13 

20cm 

第8図 出土造物 実 測図 （1)

1・2・5～8.主体部1, 3・4・11・12.包含層， 9・10.主体部2'13.土墳墓1
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高田 山古墳群

れているため，埋土の状況や棺の形式を確認するこ

とはできなかったが，主体部中央部分の地山商がわ

ずかに落ち込み，その範囲を棺の規模と推定した。

床面直上K堆積する黒褐色土上面では，長さ107cm

の直万（第9図 1・図版第5-1)が出土している。

両主体部の新旧関係は，規模も大きく中央に位置

する主体部2が先行し，その後，主体部3が掘り込

まれたと考えられる。 なお， わずかに残存する墳正

盛土内から弥生時代の土器（第8図11・12）が出土し

ており，墳墓築造以前になんらかの土地利用があっ

たものと考えられる。主体部2のほぼ中央部分には，

直径30cm・深さ30cmの円形ピットが墓域成立以前

に掘り込まれており，弥生時代に掘り込まれた可能

性も指摘できる。

4号墳（第3図） 3号墳の北側lと隣接して築造さ

れた直径llmの円墳である。後世の削平を受けて墳

丘の大半は消失しているが， 埋葬主体部と周溝は残

存している。周溝は完結せず，南方部分lζ幅3mの

陸橋状掘り残し部分を設けている。この部分は，墳

丘中心点から測れば真南北方向lζ設けられており，

築造当初から磁北方向を意識して掘り残したと考え

られる。周溝内からは土師器 ・須恵器が出土してい

るが，破片資料が多く埋葬行為に関係するものでは

なく，墳丘削平時lζ周溝内lζ混入したと考えられる。

墳丘中央部では磁北に直交する主軸線をもっ主体

部1（第6図 ・図版第4一（1））を検出した。掘形はo.7 

m×4. 96mが基本的な規模であるが，掘形幅につい

てはその大半が撹乱を受け，築造時の状態を保って

いない。棺はO.53m×2. 76mの規模をもっている。

棺床には拳大の礁を敷いているが，後世の撹乱によ

って組雑な配置になっている。棺の側板は，主軸線

iζ平行して並べられた磯列によって確認できるが，

7 
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木口板部については，磯群が点在することと須恵器の出土位置から想定した。

棺内から副葬品は検出できなかったが，両木口部棺外から須恵器を各々 3点検出した

（図版第4 (2））。東側部分では杯身と杯蓋があわさった状態で出土し， 西側では杯身 ・杯

蓋の口縁部を上位に配置した状態で出土している。

土境墓1（第7図 ・図版第3一（2)) 3号墳の北東部周溝内lζ掘り込まれた土墳墓であり，

墓域主軸線はほぼ磁北と一致している。墓墳の規模は，南北2m×東西1.2mで，基本的な

深さは，北方で18cm・南方で8cmである。墓域中央部には，南北O.92m×東西O.52mの

範囲にわたって地山を3cm前後掘り下げた痕跡があり，形式については不明ではあるが，

木棺を想定できる。 その木棺想定範囲の南方では，地山直上で須恵器 ・椀（第8図13）が1

点出土している。なお，今回の調査地内では同時期の遺構は確認しておらず，周辺地域に

所在する遺跡との関係で考えねばならない。

ピット群（第3図） 4号墳の西方を中心lζ広がっており，掘立柱建物跡や柵列を検出し

ている。出土遺物がなく時期設定はできなし、。

(2） 出土遺 物

土器類（第8図 ・図版第5)

須恵器 ・杯葦 出土した杯蓋は4点であるが，天井部の形態が平らな1・5と丸い3・

7の二種類lζ分類する乙とができる。肩部の稜は， lは鈍し、が3・5・7は比較的鋭く仕

上げている。口縁部は，外方へわずかに開く 1・2と，わずかに内湾する 5・7IL分類で

きる。口唇部は基本的に内傾している。口径は， 1が12.9cm, 3が12.4cm, 5が12.5cm, 

7が12.5cmである。

須恵器 ・杯身 底部外面の形態が平らな2・4と丸い6・81ζ分類できる。受け部の形

態は，水平にのびる 2・4と，上外方にのびる 6・81ζ分類できる。立ち上がりは，ほぼ

垂直で，口唇部は内傾している。口径は2が10.8cm, 4・6がllcm,8が11.lcmである。

土師器 ・高杯 平らな杯底部から内湾し，外方へ直線的にのびる口縁部をもっ。また，

脚部は外方lζ聞き屈曲して端部lζ至る。調整は，脚部外面l乙指頭圧痕が残り，杯部外面lζ

はハケメが残る。 9の口径が14cm・脚径が9.2cm・器高が11.4cmである。

弥生土器 ・鉢 11は口縁部にlcmの面をもっ。口径16.4cm。

弥生土器 ・壷 12は頭部から外反する口縁部をもっ。口縁端部は肥厚し面をもっ。頚部

には指頭圧痕突帯がめぐる。口径21.2cm。

須恵器 ・椀 13は平らな底部から内湾し口縁部に至る。底部lζは糸切り痕が観察できる。

口径15.3cm，器高5.35cmである。

- 8-
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図化できた資料以外lζ，近世陶磁器片がピット群周辺で出土した。また，東播系の摺鉢

片が出土している。

鉄製品（第9図）

1は， 全長107cm・万身長85.2cmを測る。全体に鞘木質が残存している。刀

3が5.5cmである。双方とも逆刺の付く平根式の鉄鉱で，残存長は2が8cm,鍍

結3 . ... 

すでに知られている 1・2号墳の北側平坦地で，新たに方墳である 3今回の調査では，

4号墳の主体部lから

陶邑編年TK23ないしTK47
（注4)

前後lζ比定できる。一方，

円墳である 4号墳を確認することができた。築造時期は，

出土した須恵器群が一括資料として認識できる状況にあり，

号墳と，

号
d

q
J
 

墳の主体部21ζは，須恵器の副主要古墳編年表付表1

その点に留意す葬が見られず，他地t去の主要吉i責

れば，少なくとも4号墳よりは

先行して築造された可能性が高

3号墳の主体部2かい。なお，
メスリ山

ら出土している土師器 ・高杯は，

土師器の編年的研究が進展して

いない現時点では，時期設定の

根拠には適していないと言える。

そのため，今後の研究の進展を久津川車塚

待って再検討を行いたし、。なお，

付表1Iζ掲載した高田山古墳群
ウワナベ

大仙陵
2基は，1・2号墳を示しており，

綾部市・福知山市の主要古墳

部市｜福知山市 河内・大和・山敏等

椿井大塚山

元稲荷

；章堂t成山

一＋ーーァー一一一一ー

E成
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十一一一－
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布

留
300 
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土

40 

覧・
それか新発見の3・4号墳は，

以
久
田
野

一・EE
－－

-500 

ら垂下する線でおおむね表現し
田
坂
野．
 

川
叫1

－
 

el
l
i
k

t
1
4
 

？
 た。 今後正確に築造時期を設定今城i家

し，表現方法を確定したい。

牧
正

一－．
E

一．
 

長
尾
高
龍
塚

l
l

・－
一

奉
安
塚

一辺25高田山1・2号墳は，
見店員丸山

m・墳丘高2.5mを測る高塚と
-600 

して認識されてきたが，今回検

出した3・4号墳はllmを基本
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とする方墳および円墳であり，墳丘の大半が削平されているものの， 低墳丘であった可能

性が高し、。両者の古墳を墳丘規模から比較すれば相違点も多く，その要因として築造時期

の大幅な違いによるものと解釈する乙とができる。

周辺地域の古墳を概観すれば，弥生時代の方形台状墓の系譜を引く方墳が，基本的lζ5

世紀前半から中葉で築造されなくなる傾向がある。一方， 5世紀後半の早い時期には，綾

部市私市円山古墳が築造され，それまでの伝統的な方墳は，小型化ないし消失する傾向に
（注の

ある。おそらく，3・4号墳もその影響を受けて，小型化が進んだと考えられる。

3号墳で検出した主体部2（第4図）の構造は，周辺地域に限って見れば，池の奥3・6

・7号墳などに類例を求める乙とができる。これらは，時期的には出土した須恵器から 6

世紀中葉ないし後半と報告されており， 主体部2の成立時期とは時期差を認めざるを得な

い。可能性としては， TK23およびTK47前後以前に成立した構造が池の奥古墳群成立時期

まで踏襲されたと考えられる。今後，その中聞に位置付けられる古墳の主体部の構造が明

らかになれば，構造の変遷が解明できるであろう。

古墳時代以前の土器には，弥生時代中期の壷 ・鉢などがある。今回の調査では，それら

の遺物を一括して取り上げる状況になかったが，なんらかの土地利用があったと考えられ

る。また，平安時代の土壌墓は，周辺の歴史的環境と深く関連するものであろう。

（小池寛）

注1 調査参加者

橋本稔・塩見百太郎・塩見健次郎・塩見忠男 ・塩見美夫・坂東正・塩見信男 ・塩見順吉・

塩見すえ子・塩見鈴子・佐野ゑい ・塩見かをる ・塩見あや子・塩見とき枝・塩見千世子・塩見

美寿子・塩見貞子・塩田あや野・塩見士、げの

注2 益田日吉「高田山古墳群」（『丹波の古墳』 I 由良川流域の古墳一山城考古学研究会） 1983. 

12 

注3 小池寛「高田山古墳群の発掘調査」（『京都府埋蔵文化財情報』第35号 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 1990.4 

注4 田辺昭三 「陶邑古窯祉群I」（『研究論集』第10号 平安学園考古学クラブ） 1966 

注5 小池 寛「綾部市・八田川上流域における古墳の変遷ー綾部市・奥大石古墳群を中心lζしてー」

（『京都府埋蔵文化財情報』第34号 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989.12 

- 10 
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2.塩谷古墳群平成元年度発掘調査概要

1.はじめに

本報告は，平成元年度lζ京都府北部の船井郡丹波町曽根で調査された塩谷古墳群につい

てのものである。発掘調査の発端は，乙の正陵の土砂を削平して同町内にある谷山池の堤

防を整備するという計画がなされたためである。乙のため，当調査研究センタ ーは京都府

園部地方振興局の依頼を受けて， 5月22日から 9月7日まで現地調査を実施した。但し，

事業計画が2か年にわたっているととから，今年度は12基ある古墳のうち，まず北側iζ分
〈補注）

布する 8基を調査し，残りの 4基については来年度改めて調査を行うこととした。

なお，現地調査は2～5号墳を当調査研究センター調査第2課調査第2係長水谷寿克と

同主任調査員伊野近富が担当し，1・7・8・11号墳と一部の試掘調査を，京都府教育委

員会文化財保護課技師森下街氏が担当した。本報告は前者の成果を公表するものである

が，古墳群の正確な意味づけのために，一部後者の成果も加えている。発掘調査面積は双

方併せて約1,600m2である。

調査中は丹波町教育委員会・曽根生産森林組合を始め，関係諸機関lζ大変お世話になった。

また，調査補助員や整理員，作業員には真夏の酷暑の中，多大な労苦をかけた。記して感謝し
（注I)

たい。なお，発掘調査にかかる費用は全額京都府（京都府南丹土地改良事務所）が負担した。

2. 位 置 と環境

遺跡の所在地は，船井郡丹波町字曽根小字塩谷33番地である。

調査地は，丹波山地Iζ形成された標高150～170mの高原地帯の一角を占める丹波町の中

央部lζ位置している。高原の中心である蒲生や豊田とは小丘陵によって隔絶しており，東

西にのびる小盆地となっている。塩谷古墳群は，南の山塊より派生した幅約150m（上端の

平坦面は幅約20m）の小正陵の稜線とやや東斜面寄りに築造されている。 両側の水田との

比高差は約20mである。調査前は山林であった。

周辺の歴史的概況について述べると，明確に人跡がたどれるのは弥生時代中期からで，

美月遺跡や蒲生遺跡が知られている。古墳時代の集落跡は不明だが， 蒲生遺跡で後期頃の

須恵器が出土している。古墳は横穴式石室墳を主体とし，丹波町内で約60基確認されてい
〔注2)

る。最近，地元の人々によって分布調査が進み， 70～80基程度はあったらしいとの乙とで

ある。その中で，前方後円墳は大字富田にあるカナヤ1号墳（全長34.5m）と，豊田にある

- 11 -
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第10図 調査地位置図（1/25,000)

1.塩谷古墳群 2.深志野古墳群 3.宮の浦古墳群 4.森狐塚古墳 5.森遺跡 6. 山田古墳群

7.塩田谷遺跡 8.須知遺跡 9.上野城跡 10.豊田城跡 11.豊田車塚古墳 12.藤浪古墳
13.美月遺跡 14. 蒲生遺跡 15.蒲生野古墳群 16.家／奥古墳群 17.実勢古墳群 18.古墳

豊田車塚（きもんのもり）古墳（全長31.5m）の2墳のみである。 いずれも発掘調査が行われ

ておらず，詳細は不明であるが，立地が台地上である点や，後者では須恵器が出土したと

の乙とから，おおよそ6世紀K属するのであろう。

- 12 -



塩谷古墳群を中心とし，そこから眺望できるのは宮の

浦古墳群7基と深志野古墳群8基で，いずれも横穴式石

室墳である。とれに対して当古墳群は木棺直葬墳で，そ

の前段階であるととが判明した。なお，調査中3号墳墳

丘から有舌尖頭器が出土した。サヌカイ ト製で，基部が

若干欠損しているほかは遺存状態はよし、。縄文時代草創

期頃lζ比定でき，約1万年前のものである。

奈良時代lζは，当古墳群より西約lkmfζ数基の須恵器
（注3)

窯跡がある。また，平城京で発見された木簡には「丹波

国船井郡曽尼里秦人吾口米」と書かれており，層位から

く〉

〈〉

塩谷古 墳群

、
‘、、e・

8世紀前半と推定されている。曽尼は曽根で， 8世紀前 第11図 有舌尖頭器（s =1/2) 

半に渡来人である秦人が居住しており，米を貢納したこ
いつしか

とがわかる。平安時代では， 古墳群の北600mのところに現在何鹿神社があるが，これは

『延喜式』の「出石鹿阿部神社」であり， 往時と同地点ではないにしろ， 周辺が有力地で

あった乙とを傍証していよう。近世には山陰街道が通っており，交通の要街地であったζ

とが知られる。

3 調査概要

当古墳群は， 『京都府遺跡地図』には掲載されてはいなかったが，開発計画が出された

ため京都府文化財保護課が事前踏査をして，古墳として確認されたものである。

発掘調査は，地形測量から始めた。その結果，古墳状隆起を14か所確認した。後lζ，文

化財保護課の確認調査によって，古墳は12基と確定した。第12図に表現した座標は，国土

座標である。なお，図面はすべて座標北である。 5月22日から 6月5日まで断続的に地形

測量を行った後，6月6日から腐植土を除去する作業を開始した。その時点で，5号墳は

埴輪を備えていたととが判明した。それでは，センターが実施した2～5号墳についての

概要を以下に述べる。個々の墳正規模については付表2を参照していただきたい。

2号墳

E陵の先端にある 1号墳とは離れているが，近接して配置された 2～5・7・8・11の

7基の中ではもっとも先端lとある円墳である。丘陵の上部，すなわち南側に最大幅3mの

濠を造り，3号墳と隔絶させている。濠は南が深く，北は75cmである。また，北東部は

テラス状で濠を掘っていなし、。主体部は2つで，西側の第1主体部は南北lζ長く，主軸は

N23°Wである。掘形の内側lζ棺の輪郭を示す落ち込みを検出した。南北3.lm・東西o.75 
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mで，掘形より5cm深し、。鉄鍍は北半部の1か所lζ集中し，先端を南lと向けて置かれてい

た。あまり大きく乱れてはいず，棺内lζ置かれた可能性が高い。点数は13～15本である。

鉄製万子は2本南半分lζ置かれていた。 ζれが遺体の腰の辺りに置かれていたとすると，

鉄鉱は頭の北に置かれていた乙とになり，矢を頭位北lζ置く乙とを前提lζ木棺を設定した

lζとになる。東側の第2主体部は遺物がなく時期は不明であるが，層序lζよれば第1主体

部より古い。墳正上南部で須恵器砲と須恵器杯蓋を検出した。陶邑編年ではMT-15で，

6世紀前半頃か。なお，南側の濠は3号墳を一部削っているので， 2号墳の方が新しい。

3号墳

2号墳のすぐ南側にある円境である。中央部にあった木の根によって埋葬施設は壊され

ており，規模などは不明である。濠は南半分のみで， 4号墳の一部を削っている。出土遺

物は，墳頂部で検出した須恵器杯身1点と，墳正内で出土した有舌尖頭器1点とがある。

4号墳

3号墳のすぐ南にある円墳である。墳正の表土を除去した時点で，頂部lζ須恵器壷片の

あることが判明した。その後，掘削を進めていくにしたがって， この遺物が棺上（あるい

は墓域上）に置かれている ζとも判明した。主体部は南北に長く， 主軸はN28。Wである。

掘形は4.4m×1. 8mで，棺の輪郭は3.3m×O. 8mである。棺の底と掘形は同じレベルであ

る。出土造物は須恵器壷L点、である。濠は南西部のみで検出された。東部は7号墳の溝に

よって削られており，また，5号墳の濠（非常lζ浅し、）の一部を削っていた。

5号墳

4号墳叫すぐ南側にある円墳である。丘陵の最頂部に立地しており，規模も大きく， 乙

の古墳群の盟主墳として理解できるものである。埋葬施設は，中央部で1か所確認された

が，ほとんどは既掘されており詳細は不明である。かろう じて知られる主体部掘形は南北

に長く， 主軸はN29°Eである。掘形は4.2m×2. 3mで，棺の輪郭は3.8m×1. 9mである。

ほぼ原位置を保った遺物としては，須恵器杯身と蓋がある。棺の中央部西寄りにセットに

なって置かれていたもので，木棺が崩落した際，若干内側lζ埋没したらしく，身が垂直方

向となっていた。したがって， かつては棺上に置かれていたことになる。また，北部では

鉄鉱2本と鉄刀子1本が棺内のレベルで検出された。

墳丘のまわりには濠が掘られていたが，南半分が顕著で深さ50cmほど遺存していた。

北側は深さ5cmほどであった。 なお，南東部の濠は一部地山を掘り残しており，墳丘から

張り出した土壇状（第17図参照）となっていた。この両側の濠や墳丘斜面から朝顔形埴輪片

（第20図2）が出土した。

さて，墳丘下面から約lm上がった地点、に円筒埴輪が樹立されていた（第17図）。現状で
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第14図 2号墳主体部実測図
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1.淡赤褐色土 2.赤褐色土 3.淡赤褐色土 4. 3＋談褐色塊 5.淡赤褐色土 6.赤褐色土
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1.暗褐色土 2.赤掲色土（棺） 3.淡赤褐色土 4，暗禍色土（掘形） 5，淡褐色土（盛土）

6.黄褐色土（盛土） 7.淡褐色土 s.暗褐色土（盛土） g，暗褐色土 10.淡褐色土
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しかしながら，

形成された時lζ散乱したようである。また須恵器壷1点、も出土したが， 乙れは，

5号墳の聞の濠内で出土したもので， 完全に 5号墳のものとは言い切れない。

墳丘について

既掘坑が

4号墳と

個々の古墳についての説明は以上である。 乙の項では2～5号墳の墳丘について説明し

7こし、。 2～5号墳で共通するのは，尾根筋に古墳を築造している点、である。境丘は，下部

が黄褐色や赤褐色の粘質土の地山で，その上に濠とその外側にあった旧表土を削平して盛

土と している。5号墳の南方がほぼ平坦なのは， 乙の地点までも削平して盛土lζ使用した
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1.既掘坑

2.赤褐色土
3.赤褐色土（2より赤い掘形）

4.赤褐色砂質土 2m  

じ二工

第18図 5号墳主体部実測図
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可能性を示唆している。なお，盛土は北東部lζ厚く，南西部lζ薄い。これは正陵の東側が

小盆地として聞けたか所となっており，かつて人々が通行したり， あるいは村落があった

りして，その方向のみ大きく見せる工法を執っているのだろう。

築造順序について

濠と墳丘との前後関係から類推すると，築造順序は5号墳→4・8号墳→3・7号墳→

2・11号墳となるようである。なお，すべて木棺直葬の円墳である。主体部の主軸は南北

方向がほとんどであるが，1号墳のみ東西方向である。但し，南北方向でも5号墳は大き

くずれており，結局は，尾根筋の方向にあわせて主体部を設定したことがわかる。また，

2・7・8号墳は主体部が2つあり，他は1墳1主体部である。

4. 出土 遺物

今回の発掘調査で出土した遺物は，有舌尖頭器，須恵器杯 ・杯葦，同有蓋高杯，同壷，

同蕗，鉄鉱，鉄万子，鉄製ピン様，普通円筒埴輪，朝顔形塙輪，人物埴輪，瓦器椀などで

ある。 2～5号墳に関しては古墳時代の土師器は1点もなかった。

では，図示した遺物を中心lζ説明したし、。

2号墳
〈注4)

墳丘南部から須恵器li!S（第19図1）と同杯蓋（2）が出土した。 2は陶邑古窯祉群のMT15と

同時期であろう。 1はやや変わった口縁部であるが，体部の波状文のない点、から，同時期

として大過なかろう。したがって， 6世紀前半と把握しておく。

鉄鉱は10数点出土した。形態は三角形（長短2種）と柳葉形である。茎部lζ植物質の痕跡

がある。万子も束の部分lζ認められる。なお，鉄製のピン様（図版第14の（2））のものが1点

出土した。

3号墳

須恵器杯身（3）が出土した。やや小振りではあるが，受け部は短く， やや内傾している

点から向邑TK47よりは新しい様相である。 一応6世紀前半と比定できょう。

墳丘頂部の撹乱坑から有舌尖頭器（第11図） 1点、が出土した。基部を欠損しているので有

舌尖頭器と断定はできないが，基部付近のカーブからすれば，ほぼ間違いないで、あろう。

残存長8.5cm・幅2.2cm・厚さO.8cm，重さ14.5gのサヌカイ 卜製である。表面はやや風化
（注5)

し灰色を呈している。全体に加工剥離は荒く，未製品の可能性もある。縄文時代草創期iζ

属するものである。新潟県小瀬が沢出土タイプに近似し，長い尖頭器ではあるが，基部は

明確に屈折せず，若干の相違がある。
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第19図 出土遺物実測図 (1)

2号墳 ：1須恵器強，2須恵器杯葦 3号墳 3須恵器杯身 4号墳 ：11須恵器壷
5号墳 ：4・9須恵器杯葦，5・10須恵器杯身，6須恵器蓋， 7須恵器高杯，8須恵器庖
12須恵器査 2号墳：13～25鉄鉱，26～27万子 5号墳：28・29鉄鉱，30刀子
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第20図

5号墳 ：2朝顔型円筒埴輪
6円筒埴輪（8)

2 

3 

4 。

出土造物実測図（2)

3 円筒埴輪US) 4 円筒埴輪帥

7 円筒埴輪ω）
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塩谷古墳群

4号墳

前述したように棺上に置かれた格好で須恵器壷l個体（第19図11）が出土した。破片とな

っていたが底部は約3cmの円形lζ穿孔されていた。 口縁部lζ波状文を施し，体部下半はタ

タキ技法を施している。他は回転ナデである。 色調は淡青灰色で，口径15.6cm・器高22cm

である。他K墳丘外の北東部濠内から須恵器有蓋高杯蓋l点、と，同杯身 ・杯蓋各1点ずつ

の破片が出土した。杯は陶巴TK47段階より大きく， MT15段階と同時期であろう。

5号墳

墳丘内より須恵器杯身 ・杯蓋が1セット出土した（完形，第19図9・10）。出土状況から

棺上に置かれたものと推定できる。身の場合，休部下半をへラケズリ （底からみれば時計

回りの方向）をするが粗雑で，その後回転ナデを施したためケズリ面は鮮明ではなし、。口

径9.6cm・器高4.8cmである。蓋は天井部を中心から外側へ時計回りにへラケズリしてい

るが組雑である。 2点とも作りは粗雑で回転作用に対する熟練度が低し、。焼成は淡灰色で，

他の須恵、器が青灰色系であるのに対して特異である。なお，胎土はlmm大の白色砂（石英）

と微細な黒色粒を含む。他lζ主体部の棺内lとあったと思われるものに， 鉄鉱2本（第19図

28・29）と鉄万子l本（同30）がある。前述した須恵器蓋より約lOcm下で検出された。先端

は北を向けていた。

須恵器有蓋高杯（第19図7）は3方に透しがあるもので，墳丘外の北西部で検出し，同葦

（同6）は墳丘外の南部で検出した。南部は主体部の既掘坑からの排土が堆積しており，か

つて乙れが主体部近辺にあったととを窺わせる。なお，内側には朱がはっきりと付着して

いた。須恵、器杯身 ・杯蓋（第19図4・5）は墳丘外の北西部lと埋没していた。 シャープなへ

ラケズリ（時計回り）を施したものであり，この2点、はあるいは陶巴古窯跡のものかもしれ

ない。陶邑TK47段階のものである。須恵器蕗（第19図8）は墳丘外の北西部で検出された。

底部をへラケズリし，体部中央と口縁部lζ櫛描きの波状文を施している。須恵器壷（第19

図12）は底部を欠損しているため意図的に穿孔していたかどうかは不明である。体部下半

はタタキを施し，下1/3は鮮明lζ残っているが，中位以上はナデ消している。色調は青灰

色を基調とするが，肩部以上の半分は紫がかり，焼成時の露響を受けている。非常にシャ

ープな作りとなっている。

亙女形埴輪は2体出土した。今回図示した（第20図1）方の高さは71.3cmである。但し

頭髪部分は検出されなかった。それを含めると74～75cm程度であっただろう。もう 1体

は胴や手の一部と頭部の一部が検出されたのみであった。では，今回図示した埴輸につい

て説明しよう。頭頂は外側から粘土紐の端を押し入れており，意図的lζ穴の開いた状態と

なっている。耳や鼻は立体的に造形されており，目と口はへラ様の鋭利なもので切り込み
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京都府遺跡調査概報第38附

を入れ， 一気に聞けている。首飾りは正面中央に1個勾玉を粘土塊で表現し（下部欠損），

その周ゅに現存11個の丸玉を表現した粘土塊を貼付している。両腕は前方にまわし，何か

を差し出しているようすである。残念ながら手の部分は破損しており，左手は親指のみ，

右手は指3本（親指 ・中指 ・薬指）のみ遺存していた。なお，図示できなかった方は手の部

分が遺存しており，杯様を手のひらに載せていたが，当該例の場合は，親指同志を付けて

おり，杯を載せるポーズではないことから，何か細長いものを縦方向に差し出していたよ

うである。きぬがさでも持っていたのであろうか。

衣服については，ヘラで縦方向に刻んでひだを表現した裳（スカート）をはき，腕の部分

は筒袖を表現している。その上から，左から右へ斜めに羽織った状態を表現している。こ

れは重量（意須比 ・おすい）と呼ばれているものである。更にその上にはたすきを掛けている。

たすきの表面には斜線をへラで描き，斜線の聞に竹管文のような円形の押印をしている。

これは丸玉でも縫い込んだ状態を表現しているのであろうか。なお，前述した襲の袖口は

左を綴じ込んでおり，右は聞けている。足は表現せず，円筒埴輪の下段部分と同様のもの

を使用している。タテハケ手法を施している。一段目のタカーまでに 2か所の円形透し穴が

ある。

成形について概述すると，以下のようである。 2～3cm幅の粘土紐を輪積みし，腰から

上は左上がりの巻き上げで首まで作っている。それに頭部を連結させている。頭部も同様

lζ2cm幅程度の粘土紐を輪積みしているらしいが， ていねいなナテーによってその跡は消さ

れている。スカートの部分は本体を巻いて接合させており，接合部は強度を増すためか，

上半部を下半部に差し込むようにしていて， そ乙lζスカー卜の上端を重ねている。腕も粘

土紐を輪積みしたものを，つけ根で接合させているが，ほとんどが中空である。但し，子

の部分だけは中実で，指一本ずつ丹念に付けている。たすきは平らな粘土紐を貼付してい

る。なお，本体は粘土紐の状態から大きく 6ブロックに分割して接合している。つまり，

下から14cmぐらいまで（腕のつけ根上端辺り），同60cmぐらいまで（首の辺り）， 頭部であ

る。そして，腕は別々に作ったものを，つけ根で接合している。腕のつけ根と腰と首の部

分はユビオサエで慎重に接合しており，成形は大きく 3段階と考える乙とも可能である。

胎土は1～2mm大の白色砂（石英か）と褐色のチャー ト片を含んでおり，近隣の胎土の可

能性がある。色調は，下半が灰褐色で上半が淡褐色である。もう 1体も同様だが色調は淡

褐色である。なお，かろうじて遺存した裂は若干大きく，やや大型品か。

朝顔型埴輪は数個体分出土しているが，ここでは l個体のみ図示（第20図2）した。乙れ

は南東部の濠で検出したものである。内側にヨコハケを施したもので， 口径は30.6cmで

ある。焼成は軟で，色調は断面が暗灰色，表面が淡褐色である。
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普通円筒埴輪は周濠内で多数検出されたが， ここでは原位置を保っていた内5個体を紹

介する。底径は16～18cmで，第1段目タヵーの下端の径は17～21cmで， 19cm前後が多い。

外面はタテハケで，内面は縦方向のユビオサエが顕著である。 焼成は軟で，色調は淡褐色
（注6〕

である。 乙れらの円筒埴輪は焼成は軟であるが，川西編年のv期lζ相当しよう。

5. まとめ

では，調査で判明した事実を列挙し，塩谷古墳群の歴史的位置を確認しておきたい。調

査を実施した古墳の中で もっとも古いのは5号墳で，陶邑TK47と同時期とすると，5世

紀末～6世紀初頭の築造といえよう。もっとも新しい11号墳は陶巴TKlOと同時期と思わ

れることから 6世紀中葉と比定できょう。わずか半世紀ほどの聞に 7基が連続して築造さ

れたことになる。その直後，近接する宮の浦古墳群（横穴式石室墳）が，7世紀初めまで造

営される（15基）。したがって， 塩谷周辺（曽根の地）には5世紀末頃から，有力な豪族がい

たことになる。乙の地域の首長は2基の前方後円墳の被葬者であろうが，当地から2.5km 

と3.5km離れた地にある。これらは単独な~で，近隣に古墳群を擁していず，乙の点からす

れば前方後円墳のあった地が有力豪族の地であったということではなく，曽根を含めたい

くつかの有力豪族の墓地と把えるべきであろう。

さて，塩谷古墳群形成の契機になったのは，5号墳である。 乙れは丘陵の頂部に位置し，

墳丘ももっとも大きく，埴輸を樹立している点、が特徴的である。乙の系統は，主体部の形

状等lζよれば3 2～5・7・8号墳は強い関連性がある。 1号墳は主体部の方向が相違し

たり，位置が若干離れているので別系統の可能性がある。また， 11号墳は主体部木棺の木

口に粘土塊を置いており，これも特異である。

須恵器については，5号墳の段階から地元産と思われる粗雑で白っぽいものと，陶邑そ

のものと思われる青灰色でシャープな作りのものと 2種ある。そして， 2号墳では図示し
（注7)

なかったが，園部町の窯で顕著な独特の高杯（脚内側が肥厚するもの）や，組雑なタイプが

多く新しくなるに従って，地元近辺の製品を使用するようである。

埴輸については丹波町初であり，南は観音峠を越えた園部町，北は綾部，福知山までそ

の出土例はない。普通円筒埴輪としてはもっとも小型の部類に入る。

z;g女形埴輸については，京都市鳥羽遺跡の1例のみしかなく，非常に重要なものである。

更に 1個体は遺存状態がよく， 全国的lとみても数少ない良好な資料である。亙女形埴輸を

含めた人物埴輪の変遷については，若松良一氏の研究がある。それによると， 5世紀中葉

に畿内で出現し， 6世紀初め頃もっとも写実的なものが製作され， 6世紀中葉頃から約半

世紀にかけて関東地方で爆発的に製作され，古墳に樹立されたという。乙の点からいえば，
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付表2 塩谷古墳群一覧表

埋 葬 施 設
古境名

掘形規模 ｜棺の規模
出土造物 備 考

形状 ｜規 模

l号墳 ｜｜ 円墳 ｜｜ 径高約約~~m
l.3m 委員会調査

2号墳 円墳 鶴llm 吋 I l鉄壁10最上 刀子2京文都化府財埋調蔵査1. 6m 長幅さ ~： 長幅さ約約8：~： 趨須1器 1 ・蓋1・
研究センタ
一調査

第2主体約約部｜ 長幅さ 3.7m 長幅さ約約3-lm 
O. 9m O. 55m 

3号墳 ｜円墳 ｜言約i: ［須開2 葦1 // 

4号墳 ｜｜ 円墳 ｜｜ 径高約約~~5m I 長幅さ約約i:~： ｜ 長幅さ約約8： ~： I 須恵器杯2 壷2 // 

5号墳 円墳 書記15Sm I問 Om 須恵葦筒埴器埴輪2杯2・高杯題1 
存

2m l.8m 
物円 埴輸輪2－壷24以1上・，人1, 

6号墳 ｜円墳 ｜径約日

7号境 醐｜鶴伽 第長幅1主さ体約約部3.3m i 長幅さ約約2.6m 京委（協都員佳府教調育査かl-6m 
1. 6m Q. Sm 

第2主さ体約約部 鉄鉱5，万子1
杯ら須が出土高） 

長幅 2.9m 長幅さ約約2-4m
I.Om Q.7m 

8号墳

円「第主F I I 111i1: I.Sm 長幅さ r： ~： 委員会調査

第2主体約約部 須土恵器杯1・蓋1'
長幅さ 4.0m 長幅さ約約2.5m 師器椀2
l-8m 0.7m 

9号墳 ｜円墳 ｜径約9.5m I 

10号墳 ｜円墳 ｜径約9.om I 

11号墳 ｜｜ 円墳 ｜｜ 径高約約81:
l.5m 

｜長さ認2.8m ｜須恵器杯1蓋鉄｜京都府教Z
幅 0.7m 万1 委員会調

間墳 ｜円墳｜径約Sm

もっと も写実的な段階のものなので， 当時の服装を知る上で貴重な資料になった。また，

なぜ5号墳だけに樹立したのか，大いなる疑問点が出現したともいえ，丹波の古墳文化研

究に一石を投じることになった。

かつて，乙の地が有力であったことは 『延喜式』式内社があった乙とで類推できるが，

それが5～6世紀までたどれる可能性がでてきた。第2項で指摘したように， 8世紀前半

に「秦人」がいた ζとは，秦人が6世紀以前Iζ日本lζ来た渡来人で，在地の豪族の下で新
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注1 協力者等

長田康平・大西智也・入船弘幸 ・岡本竜之・水口清文・村上誠記・荻野冨紗子・松下道子・柏

尾依子・堀米真吾・堀智行・森直樹・吉田 桂 ・岡本美和子・村上典子・藤｝IIとちょ ・吉

田静一・岩崎蕪・上回豊子・石橋一男 ・林 至 ・田尻一夫・上回忠夫・大槻茂・船越良

夫 ・北村すみえ ・浅井義久・石橋治男 ・中野要・山下喜美子・田尻保子・田畑光雄・栃木道

代 ・和田里香・村川 恵

注2 浅井義久氏から教示をいただいた。

注3 『何鹿神社御由緒記』何鹿神社総代会編

注4 田辺昭三『陶邑古窯祉群』 I 平安学園考古学クラブ 1966 

注5 尖頭器については黒坪一樹氏・回代弘両氏の所見を参考にした。

注6 川西宏幸「円筒埴輪総論」（『考古学雑誌』 64-2・4) 1977・1978

注7 山田邦和 「丹波の須恵器生産覚書」（同志社大学考古学シリーズE 『考古学と地域文化』） 1987 

注8 若松良一「人物埴輪編年試論J（『討論群馬・埼玉の埴輪』あさを社） 1987 
補注調査終了後の協議により，古墳群は保存される乙とになり，来年度の調査はとりやめとなった。
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長岡宮跡第228次

3.長岡宮跡第228次発掘調査概要

(7AN17C地区）

1 はじめに

ζの調査は，府道樫原高槻線と府道柚原向日線の交差点iζ接した，向日市寺戸町西野辺

1-10・lllC所在する旧向日町警察署跡地の一部の，拡幅工事lζ係るものである。
（注！）

調査対象地は，推定長岡宮官街割付によれば北辺官街と朝堂院北西宮街の境界線にあた

り，平安宮では大蔵省 ・図書寮に相当する地点、である。地形的には向日正陵の東端に位置

し，東方の段丘面とは約2mの比高差が認められる。京都市発行の3,000分の l地形図では

32mの等高線が北西から南東方向にはしる。そして，現在は標高32m前後の平坦地となっ

ている。このため，後世の削平を受けたと推測されるが，削平のおよんでいない部分での

園 長岡宮北方官街・朝堂院北方官街の礎石建物

第22図 調査地位置図（1/25,000)
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遺構，遺物の有無を確認する乙とを目標に発掘調査を実施した。

現地調査は乙訓土木事務所の依頼を受けて平成元年7月3自に開始し7月27日に終了し

た。調査面積は約270m2である。調査は，当調査研究センター調査第2課調査第3係長小

山雅人，同調査員石尾政信が担当した。

調査にあたって， 京都府警察本部，向日町警察署，向日市教育委員会， （財）向日市埋蔵
（注2〕

文化財センターの御協力を得た。また，現地調査，図面整理には学生諸氏の参加 ・協力が

あった。記して謝意を表する。

なお，調査に係る経費は全額京都府乙訓土木事務所が負担した。

Y二－27.160 ’50 ，.。 13。

jL=I 府道
樫
原
πE 5'J 

線槻ドーH一6一0 

980 

府道柚原向日線 。 20m 020 

第23図調査地平面図
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32.0m 

2 

0 3m 

第24図 第2トレンチ 東壁断面図

① 撹乱・盛土層 ② 建物基礎の石敷き ③ 砂礁層 ④排水管

2.調査概要

調査地は，標高約32mの平坦地であるが，西から東へとわずかに傾斜しており，西端で

は丘陵の削平に伴う2～3mの段差がある。西端の段差がある位置に， NT T社宅Iζ通じる

進入路が予定されていることから，この地点iζ長さ約30mの第1トレンチを設定した。そ

して，府道柚原向日線lζ平行した第2卜レンチ，府道樫原高槻線（物集女街道）＇ζ平行して
削平の最も少ないとおもわれる地点に第3トレンチを設定した。

各 トレンチを重機掘削後lζ，人力により掘り下げ ・精査を行ったが，旧向日町警察署K

関係する建物基礎と排水施設， および撹乱が認められるほかは， 表土直下が砂磯層（部分

的lζ砂層 ・粘土層が帯状Iζ含まれる）となる。生l、機層は正陵を形成する大阪層群と推定さ

れる。

3. まとめ

（注3)

調査地周辺では，北北東約200mの長岡宮跡第137次調査（7AN12E）で大蔵と推定される

礎石建物をはじめとする礎石建物跡が検出されているが，今回の調査では上記のとおり，

顕著な遺構 ・遺物はみられなかった。後世の削平により，長岡京期の遺構等はすべて削り

とられている乙とが判明した。 （石尾政信）

注1 『向日市埋蔵文化財調査報告書』第9集 1983 

注2 藤川智子・岩佐聖子・Jll相依子

注3 宮原晋一 「長岡宮跡第137次（7AN12E地区）～北辺官街（南部）ー推定大蔵～発掘調査概要」（『向

日市埋蔵文化財報告書』第11集 向日市教育委員会） 1984 

宮原晋ー・山中章「同上」 （『向日市埋蔵文化財報告書』第17集 向日市教育委員会） 1985 
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4.長岡京跡左京第222次発掘調査概要

(7ANDKD-3地区）

1 はじめに

今回の発掘調査は，向日町信号通信区事務所建築工事に伴い，日本国有鉄道清算事業団

近畿支社の依頼を受けて実施したものである。

調査対象地は，京都府向日市森本町上町田にあり，長岡京の条坊復原によれば左京一条
（注1)

二坊三町の推定地にあたる。周辺地域では，過去2回の発掘調査が行われており，東二坊

第一小路東側溝及び一条第二小路北側溝が検出された。このため，今回の発掘調査におい

ても，条坊に関係する潜や建物跡が検出されることが期待された。

現地調査は，平成元年6月12日に開始し，平成元年8月11日lζ終了した。調査面積は，

255rn2である。調査は，当調査研究センター調査第2課調査第3係長小山雅人，同調査員
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I盛り土 E黄灰褐色砂質土 V黄褐色粘質土

E 暗褐色砂質土（旧耕作土） N 黄灰色粕質土 VI SD22201埋土

第26図 トレンチ東壁拡張区セクション図

石尾政信，中川和哉が担当した。

調査にあたって，日本国有鉄道清算事業団近畿支社，JR西日本向日町保線支区，向日

市教育委員会，財団法人向日市埋蔵文化財センターの御協力を得た。また，現地調査，図
（注2〕

面 ・造物整理lζは学生諸氏の参加 ・協力があった。記して謝意を表する。

2. 調査概要

調査対象地は，標高16m前後の平坦地で，調査前までは，J R西日本向日町保線区の資

材置場として利用されていた。

調査は，南北lζ長いトレンチを設定して， 重機によって盛土と旧耕作土を除去した後，

下層を人力で掘削した。

調査地の基本層序は，現地表面下50cmまでが盛土（ I層），lOcmが田耕作土（日層）であ

る。乙れを剥ぐと，黄灰褐色砂質土（皿層）が堆積している。その下には， トレンチにと乙

ろどとろ黄灰色粘質土（N層）が薄く堆積している。次に，黄褐色粘質土（V層）が堆積して

いる。W層が，中世以降の遺構検出面，V層が長岡京期の遺構検出面である。

調査にあたっては，第VI座標系に属する国土座標を現地lζ運び，乙れを基点として測量

等を行った。

3. 検出 遺構

本調査地では大きく分けて3つの時期がある。以下，古い時期からl闘に報告する。

(1)長岡京期の遺構

長岡京期の遺構には，溝2条，建物跡1棟，柵列2条がある。

溝SD22201 卜レンチ南東突出部で検出した南北溝である。溝幅はo.8～Q.9m・深さ

はO.35m前後を測り，長さ約9m分を検出した。断面形は逆台形を呈し，青灰色粘質土が

埋土となる。長岡京左京東二坊第一小路西側溝と考えられる。溝心の国土座標は， X=-

116,644. 000で，y= 26, 185. 600である。出土遺物には，土師器 ・須恵器のほか，製塩

円

oqa 
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土器，銅銭， 土馬，馬歯， 植物の種子な

どがある。

溝SD22202 SD22201に平行する南

北溝で， トレンチ内で終っている。長さ

約3.5m分を検出した。幅o.55～O. 65m・

深さ約O.4mを測る。断面形は逆台形を

呈し，青灰色粘質土が埋土となる。溝心

の国土座標は， X＝ー116,645. 000, y = 

-26, 188. 300である。出土造物には土師

器，須恵器などがある。

ー円高2o 掘立柱建物跡SB22203（第28図） 卜レ

=11辰3o のため検出できなかった。

棚列SA22204 南北方向の柵列で，

3間分が検出できた。柱間は5.5～6. 5m 

を測る。柱掘形は隅丸方形を呈し，一辺

O. 35m前後 ・深さo.25～O. 55mで，断面

形は逆台形を呈する。 P15からは，漆が

’ー
！ー116.610

嶋

o

er！
ゆ
「

1品
川
伽

1
6阿
。

。

＠ 。
。

ンチ北部で検出した8基の隅丸方形掘形

(P 1～p 8）で構成される東西2間×南

北3聞の南北棟の掘立柱建物跡である。

柱聞は不揃いで，東西2.6m・南北2.6～ 

2. 8mを測る。柱穴は円形を呈し， 直径

O. 2m前後を測る。北側角柱は近世土坑

内外面lζ付着した須恵器椀，木片， 漆膜

-116,640 が出土した。 P161ζは柱根が残存してい

た。出土造物として， 須恵、器の杯葦があ

nu 
内

υ
n
w
M
 
1
’
 

I
l
l
－－”。2
 

F
 －－
 v
，
 第27図 調査トレンチ平面図
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る。

概要1jSA22205 南北方向の柱列で，柱

聞は，4.9～5. 6mを測る。 柱掘形は隅丸

SM 方形を呈し，一辺o.26～O. 36m・深さo.26 

～O. 28mで，断面形は逆台形を呈するが，

柱穴部分は若干深くなる。
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第28図 SB22203平面図
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P6 

Y：・26,195

乙のほかに，乙の時期lζ属すると考えられる，隅丸方形の掘形や円形の掘形を持つ柱穴

が卜レンチ南方に多く存在するが，構造物は明らかにできなかった。

(2）中世の遺構

中世の遺構には， 4条の平行する素掘り溝がある。 N3。E前後と北で東にわず、かに振れ

ている。

溝SD01 トレンチ中央を南北に走る素掘り溝である。北部で2本に分かれるが， 両者

の関係は，近世土坑のため不明である。幅o.4～O. 6m・深さo.1～O. 25mを測る。出土遺

。。
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第29図 近世土坑群平面実 illLl図
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にユ
X= 
-116,610 

／丈、、一
泊

ω

田 116,615

2M -26,190 

物には，瓦器椀がある。

溝SD02 トレンチ内で終る南北に走る素掘り溝である。 幅O.4m前後 ・深さ O.lmを測

る。

溝SD03 卜レンチ内で終る素掘り溝である。 幅O.35m前後 ・深さO.lm前後を測る。

SD22202を切っている。

溝SD04 南北lと走る素掘り溝である。幅O.4m前後 ・深さo.15～O. 20mを測る。
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第30図 SD22201出土逃物実 視lj図

1～8：土師器椀 9～11：土師器杯 12～22・土師器皿 23：土師器高杯
24～25：土師器蜜 26・27：製塩土器 28・手づくね 29・土馬
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第31図遺構出土須恵器

30・31：杯蓋 32・33：杯A 34：壷L 35～37・壷G

(3）近世の遺構（第29図）

近世の遺構としては，大小9基の土坑群がある。方向性を持たない大形の土坑（SK05～

07）と，方向性を持ち，隅丸方形の規模lζ整ー性が見られる小形の土坑（SK08～13）に分け
（注3)

られる。土坑の切り合い関係は，図中lζ示した。

SK05 トレンチ北東隅の浅い大形の土坑。北側は， トレンチ外にのびている。深さ約

O. 15m，底部は平坦である。 SB22203の柱穴の 1つを完全に破壊していると考えられる。

出土遺物はなし、。

SK06 卜レンチ北西部の大形土坑。北側は 卜レンチ外にのびる。土坑内には， 円礁が

多く含まれている。深さ約Q.2m。出土遺物lζは， 磨滅の認められる須恵器 ・瓦がある。

SK07 西部が卜レンチ外へのびる大形の土坑である。深さ約Q.25m。出土遺物として

は，土師器，備前焼の播鉢の体部片がある。

SK08 SK07の底面で検出した土坑である。隅丸方形を呈し，一辺東西lm・南北1.5m 

・深さO.05mを測る。出土遺物はない。

SK09 酋部が卜レンチ外へのびる南北l.lm・深さO.2mを測る土坑である。出土遺物

はない。

SK10 南北lm・深さO.lmの土坑。備前焼の揺鉢の口縁部破片，青磁椀小片が出土し

た。

SK11 東西1.5m・南北lm・深さ0.25mを測る隅丸方形の土抗。出土造物には，瀬戸

焼の皿がある。

SK12 東西1.7m・南北1.2m・深さQ.5m前後の隅丸方形の土坑の出土造物には，土師

皿， 青磁片がある。

SK13 東西1.2m・南北1.5m・深さQ.45m前後の隅丸方形の土坑。出土遺物はなし、。
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第32図 SD22201出土軒丸瓦実測図（平城6235})

4. 出土遺物

ミ－＝~
R一一 ＼ ， 
第33図 中・近世土器実測図

出土遺物は，造物整理箱で約5箱出土した。紙面の都合上，全部は図化し得なかった。

以下，古い時代順lζ，図化し得たものを中心lζ，遺構毎lζ報告する。なお，包含層の遺物

は割愛した。
（注4)

(1)長岡京期

A.溝SD22201出土遺物

溝内の遺物は，検出できた部分の中央付近で多く出土した。断面観察の結果，2層lζ埋

土が分かれたため，上層 ・下層の2層lζ分け造物の取り上げを行ったものの， 2層聞には，

接合関係が多く認められたので，一括して資料の繰作を行った。

土器は土師器65点， 須恵、器24点，製塩土器が少なくとも 2個体以上出土した。器種別の

個体数は，土師器は杯A2 点，皿A29点， 椀A21点， 高杯 1 点， 壷Fl 点、，饗Al2点，~

B 1点，小片のため杯と椀の区別のつかないものが5点ある。須恵器は，杯A2点，杯B

5点，杯のA, Bの不明な個体7点，蓋A2点，蓋B1点， 壷G2点、， 壷Nl点， 壷Ll

点，鉢Dl点，斐2点がある。須恵器は小片が多く図化できるものが少なかった。この他

銅銭（文字の判読不可能） 1点、，ミニチュア土器1点，馬歯l本， 土馬3個体，瓦が少量出

土した。

a. 土師器

杯A(9～11) いずれも口縁部を内側lζ折り曲げている。10は底部が残存していないた

め器種の個体数の中では数えなかったが，口径の大きさから杯Aと考えられる。11は，完

形で総計2個体である。

.illlA (12～21) ロ縁部を丸くおさめるもの，内側に折りまげるものがある。 口径は15～

24cm，器高2～3cmのものが多い。口径よりも器高に整ー性が認められる。

IITl c (22) ロ縁部及び内面をナデ，底部は未調整で凹凸が残り， 端部はやや外反ぎみに
終る。
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第34図 SD22201出土土器計測図

椀A(l～8) 口径10～15cm・器高3～4cmのものが多い。口縁の端部は丸く終る。

高杯A(23) 脚部のみの出土で，外面は，鋭利な万子状のもので7面に面取りされる。

斐A(24・25) 24の外面には，ススの付着が認められる。斐の口縁端の形態は，さまざ

まである。

- 43 -



京都府遺跡調査概報第38冊

b. 須恵器

須恵器は細片のため，図化できるものが少なかった。

蓋A(31) 全体に肉厚で，中央部には， 宝珠つまみの取れた痕跡が認められる。

壷L(34) 頭部のみが完存している。

壷（35・36) 35は頭部のみ完存している。36は底部の反転復原図である。

c. その他の出土遺物

製塩土器（26・27) 26は作りが雑で，比較的大きな砂粒を含む。図化した以外に，内面

lζ布の圧痕が認められるものがある。

ミニチュア土器（28) 土師質で，全体の1/2が残存している。

土馬（29) 図化したもの以外lζ，胴部が2点， 脚部3点，頭部1点、が出土した。

軒丸瓦（38) 全体lと磨滅が見られ，外区は，欠損している。平城6235J lζ分類できる。

B. 柵~1JSA22204出土遺物

須芳、器

蓋（30) 環状のつまみを持つ蓋で，蓋上面が硯に転用されている。 Pl6の掘形内より出

土した。

杯A(33) やや器高の高い杯で，内面lζ漆が付着している。外面には，漆によって指紋

が残されている。 漆の容器と考えられる。 Pl5から出土している。

c. 溝SD22202出土遺物

出土造物lζは，土師器7点，須恵、器3点、がある。器種別の個体数は，土師器が杯Al点，

椀A2点、， 高杯1点， 斐3点， 須恵器が杯Al点，壷Ll点，壷Gl点である。

壷G(37) 頚部及び底部の一部が欠損している。底部外面には，糸切痕跡があり休部は

ロクロ引き自の凹凸が目立つ。

(2）中世の出土遺物

溝SDOl～04 すべてから瓦器が少量ずつ出土した。図化できるものは39のみである。39

は，SDOlaから出土した。ロ縁部は横ナデによって外反する。 ロ縁端部はそのまま丸く お
（注5)

さまる。内面lζミガキが認められる。焼成は良好で硬く，漆黒色である。和泉型の瓦器椀

で， 13世紀頃のものと考えられる。

(3）近世の出土遺物

瀬戸焼皿（40) 口縁部は外反し，内側に肥厚している。 外面には勅がかかっている。

SK07から出土。
（注6)

土師皿（41) 底部内面lζ凹線がめぐる。 17～18世紀頃のものと考えられる。
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長岡京跡左京第222次

5.まとめ

以下，主要な調査成果を長岡京期を主に述べる。
（注7〕

(1）一条第二小路が大路幅を持っているならば， トレンチ内で南側溝が検出できるはず

であるが検出できなかった乙とと，調査区の北側で長岡京期の建物が検出できた乙とから，

ζれまでの調査と考え合わせると，推定一条第二小路の道幅が小路の幅であることが想定

できる。

(2）これまでの近接する調査で検出されている東二坊第一小路東側溝と今回検出した西

側溝の溝の中心間距離は約9.7mである。

(3）漆を用いるような作業が行われていた可能性がある。

(4） 当調査区内で検出したSD22201内の土器組成は， 土師器が73~ぢ， 須恵器が27~ぢ と土

師器が多く ， 土師器 ・ 須恵器と もに供謄具が70~ぢを乙えている。

(5) SD22201内において， 土馬， ミニチュア土器，馬の歯，銅銭が出土しており，何ら

かの祭杷行為が行われたと想定できる。

（中川和哉）

注1 向日市教育委員会が行った長岡京跡左京第41次，（財）向日市埋蔵文化財センターの行った長岡

京跡左京第220次のいずれも未報告のため，（財）向日市埋蔵文化財センター松崎俊郎氏に多く

の御教示を得た。

注2 広瀬時習・辻川哲郎・三好ひとみ・小村美香・小楠彰子・塚本映子・田中あゆみ・東 裕子・

岩佐聖子・川相依子・坂本英美・畠田富士江。

注3 矢印の方向iζ時期が新しくなるが，上下関係、は，時期差及び，平行関係を示さない。

注4 百瀬正恒「長岡京の土器」（『長岡京古文化論叢』中山修一先生古稀記念事業会） 1986 

注5 橋本久和 『上枚遺跡発掘調査報告書』高槻市教育委員会 1980 

注6 鈴木重信・松藤和人『同志社キャンパス内出土遺構と造物一同志社校地内埋蔵文化財調査報告

資料編日一』 同志社大学校地学術調査委員会 1978 

注7 長岡京跡の調査の増加に伴って，東西の道が必ずしも復原案どおり，大路が大路幅を持たない

ため，南北どちらかにずれることが指摘されている。
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第二京阪道路関係遺跡

5. 第 二 京阪道路関係遺跡 的里八丁遺跡 ・新田遺跡〉

昭和63年度・平成元年度発掘調査概要

1 はじめに

内里八丁遺跡 ・新田遺跡の調査は，第二京阪道路建設に先立ち，建設省近畿地方建設局

の依頼を受けて実施したものである。昭和63年度の調査は，八幡市内里今福 ・内垣内の内

里八丁遺跡を対象とし，平成元年2月1日から 3月8日まで行った。調査面積は約500m2

で，当調査研究センタ ー調査第2課調査第3係長小山雅人，同調査員三好博喜が担当した。

平成元年度の調査は，八幡市内里日向堂 ・中島 ・八丁の内里八丁遺跡と八幡市内里内垣内

・古宮，岩田中道の新田遺跡を対象とし， 5月18日から行った。試掘面積は約4,300m2で，

調査第2課調査第3係長小山雅人，同調査員荒川 史が担当した。なお，内里八丁遺跡に

ついては，試掘調査の結果，遺構の存在が確認されたため年度途中から本調査に切り替え，

現在調査中である。このため本概要では試掘調査分のみ報告し，本調査の報告は後日行い

たい。本概要の執筆は三好 ・荒川が行い，文末lζ担当者名を記した。

現地調査 ・整理作業にあたっては，八幡市教育委員会をはじめとして多くの方々の協力
t註l〕

を得た。記して謝意を表する。

なお，調査に係る費用は全額建設省近畿地方建設局が負担した。

2. 位置と環境（第35図）

内里八丁遺跡 ・新田遺跡は，木津川が形成した沖積平野lζ位置する。乙の両遺跡のある

八幡市は，南山城地域lζ属し，西lζ京都府と大阪府の境でもある男山丘陵を配し，北と東

を三重県布引山地lと源を発する木津川が流れる。このため八幡市域は大きく二つの地域に

分ける乙とができる。つまり，男山丘陵とそれに続く河岸段丘，そして木津川が形成した

沖積平野の二つである。

八幡市域では，丘陵部及び沖積平野のいずれにも，多くの遺跡が分布しているととが知

られている。以下時代を追って乙れらの遺跡を概観してし、く。

旧石器時代 ・縄文時代の遺跡は少なく，わずかに男山丘陵の金右衛門垣内遺跡が知られ

るのみである。乙の遺跡からは，ナイフ形石器や切目石鐙が出土している。
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第35図 調査地周辺遺跡分布図

1.調査地 2.内里八丁遺跡 3.魚田遺跡 4.内皇五了遺跡 5.上奈良遺跡 6.西岩田遺跡
7.新田遺跡 s.荒坂浩跡（横穴） 9.王塚古墳 10.狐谷遺跡（横穴） 11.金右衛門垣内遺跡
12.戸津遺跡 13.下奈良遺跡 14.島遺跡 15. JI！口環濠集落 16.木津川河床遺跡
17.東車塚古墳 18.西車塚古墳 19.石不動古墳 20.ヒノレ塚古墳

弥生時代iζ入ると遺跡数もふえ，男山丘陵では弥生時代中期の金右衛門垣内遺跡 ・幣原

遺跡，銅鐸が出土した式部谷遺跡，弥生時代後期の美濃山廃寺下層遺跡等がある。平野部

では弥生時代後期後半の木津川河床遺跡がある。

古墳時代には男山E陵上や段丘縁辺部lζ古墳が築造される。前期の古墳としては，茶日
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山古墳 ・石不動古墳 ・西車塚古墳 ・ヒル塚

古墳といった50～lOOm前後の規模の前方

後方墳・前方後円墳・方墳がある。中期古

墳では，東車塚古墳 ・美濃山王塚古墳があ

前 ・中期を通して前方後円

墳が市域北部の旧八幡地域lζ集中する傾向

る。墳形では，

がある。古墳時代後期では，美濃山地区か

狐谷横穴群 ・ら田辺町大住地区にかけて，

荒坂横穴群などの横穴墓が数多く造られ

乙のことは美濃山地域周辺に移住させる。

跡
度
遺
年
丁

内ペ
J
V

、、
p
h
v
s
J
 

和
里

』
昭
内

られたとされる隼人との関連が考えられて

いる。

古墳時代の集落はあまり調査されておら

ず，現在のところ，木津川河床遺跡で庄内

式併行期の住居跡が検出されているのと，

新田遺跡において5世紀代のカマドを持つ

竪穴式住居跡が検出されているのみである。

奈良時代の遺跡で著名なものとしては，

。
西山廃寺 ・志水廃寺 ・美濃山廃寺の3寺院

四天王寺の創建瓦を焼いた平野山瓦跡と，

斗00窯が男山丘陵周辺部にある。

八幡市域における

平野部

これまで見たように，

調査の多くが男山丘陵周辺であり，

での調査はわずかに木津川河床遺跡と新田

lOOm前後の前しかし，遺跡のみである。

正陵上の方後円墳を築造する生産基盤が，

遺跡群であったとは考え難し、。前記の2遺

むしろ沖積

平野にその生産基盤を求めるほうが妥当で

跡の例や他地域の例などから，

年度別調査地位置図第36図

史）
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たることが予想され

たものの，流路の西
昭和63年度内里八丁遺跡トレンチ配置図第37図

遺構 ・遺物および遺物

包含層の存在を確認することとした（第37図）。また，必要に応じて重機を用いた土層観察

岸を検出できる可能性があった。このため試掘 トレンチを設定し，

調査地全搬にわたって耕作土層 ・砂質土層 ・シル ト層が確認され，調査地
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調査の結果，



付近の層位がほとんど変化のな

い堆積状況を示しているととが

わかった（第38図）。遺物は，砂

質土層 ・シルト層にみられ，瓦

器片を主体とした造物が包含さ

れていた。また，昭和57年度の

試掘調査坑でも，シルト層から

瓦器がまとまって出土している

ことから， シルト層の堆積時期

は中世以後と考えられる。

出土遺物（第39図）は，砂質土

層およびシルト層を中心として

整理箱 1箱程度が出土している

が，いずれも細片である。出土

遺物の多くは，瓦器を主体とし

た中世の陶磁器類で

あり，これに近世以

降の陶磁器類が混じ

る。土師器 ・須恵器

などの比較的古い時

代の遺物は少なく，

摩滅したものもみら

第二京阪道路関係遺跡

b 

1Jm-

12m一

11m-

第38図 昭和63年度内里八丁遺跡土層柱状図

1.砂質土 2. シノレト 3.組砂
各アルファベットは第37図のアノレファベットの地点iζ対応する

＼十7 ~-i~メ
- ), i ，~，. 

第39図 昭和63年度内里八丁遺跡出土造物実測図

1.白磁 2.天目 3.瓦質土器
れる。乙のため図示

できた遺物は中世および近世のものに限られ，量も少ない。

1は白磁の椀である。復原口径17・2cmで， 口縁部lζ玉縁を持つ。森田 ・横田分類の白
（注4)

磁椀W類にあたり， 11世紀後半頃のものである。 2は天白茶椀で， 復原口径11.2cmを測

る。 16世紀頃の美濃窯天日と考えられる。 3は， 12世紀以降の瓦質三足釜の口縁部と思わ

れる。復原口径は18.2cmを測る。 （三好 博喜）

4. 平成元年度の調査

(1）内里八丁遺跡（第40～43図 ・図版第24・25)

平成元年度の内里八丁遺跡の調査地は，昭和63年度調査地の北iζ隣接しており，前年度

FH
U
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一ーー

ーーー－－ーーーーーーー

。

100m 

第40図 平成元年度内里八丁遺跡卜レンチ配置図
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。 10m 

第41図 内里八丁遺跡6・9トレンチ実測図

調査と同様に沼状の地形が続く ことが予想された。調査は幅3

mのトレンチを13か所設定して行った（第40図）。

調査地南部の1～5トレンチ ・6トレンチ南部 ・7トレンチ

では， 前年度調査と同様の堆積状況を示し，耕作土 ・砂質土 ・

組砂 ・青灰色シJレトの順で堆積していた。調査地北部の6トレ

ンチ北部 ・8～11卜レンチでは，組砂層がなくなり，耕作土 ・

砂質土 ・茶褐色粘質土の順で堆積し，茶褐色粘質土層には遺物

第二京阪道路関係遺跡

。

10m 

の包含が認められた。このため6卜レンチ北部 ・8～10卜レン 第42図 内里八丁遺跡11
トレンチ実測図チは幅6mlζ，11トレンチでは幅4mlζ拡張し， 遺構の検出lζ努

めた。

その結果，6・9・11トレンチにおいて遺構を検出した（第41・42図）。9トレンチでは，

地表下約lmの茶褐色粘質土層上面において南北方向lζ走る溝を 2条検出した。いずれも

幅o.6～lmの溝で，遺物は出土していない。

6トレンチは土層観察のため， 9トレンチにおける遺構検出面より約O.5m掘り下げて

おり，茶褐色粘質土の 1層下層の面を検出していたが， ζ 乙でも南北方向lζ走る溝を1条
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＼」二回〆

て 三／
。 10c円、

阜、 6

〉雪［ぬく9
に二」J。

第43図 内里八丁 遺跡遺 物 実測図

1・2・4・6・8.須恵器 3・5・7・9・10.土師器

検出した。乙の溝からはTK209型式に属する須恵器の破片が出土している。

11トレンチでは当初層位の把握ができていなかったため，9トレンチと同様に重機によ

り地表下lmの深さまで掘削していたが， その後の断面観察によって表土直下に遺構面が

あるととがわかった。 乙のため一部を幅lm拡張し調査を行った。その結果，竪穴式住居跡

の一部（SH1101）とピッ トを検出した（第42図）。 SH1101は方形の竪穴式住居跡で，一辺5.4 

mを測る。壁の残存高は約lOcmである。 出土遺物は土師器片があるが，細片のため時期

は不明である。

防賀川の東側の地区にあたる12・13トレンチでは，12トレンチ西部において方形になる

茶褐色粘質土を検出した。方形周溝墓もしくは何らかの建物の基壇の可能性が考えられる

が，一部分のみの掘削であるため性格は不明である。 13トレンチでは灰色粘質土層と粗砂

層を検出し，河川などによる再堆積の様相を呈している。灰色粘質土層から若干の遺物が

出土しているが，遺構は検出できなかった。

今回の調査で遺物が出土したのは，調査地南部では青灰色シノレ 卜層から，調査地北部で

は茶褐色粘質土層からである。 青灰色シルト層からは， 主lζ瓦器 ・青磁・染付など中世以

降の遺物が出土している。茶褐色粘質土からは主に須恵器 ・土師器が出土しており，古墳

時代から奈良時代のものが中心である。出土した遺物の総量は，整理箱約3箱程度である

が， 青灰色シノレト層からの遺物はごくわずかで細片が多く，大半が茶褐色粘質土層からの

遺物である。 特lζ11トレンチからの出土量が多い。 そのため今回図示し得た遺物はすべて

6・10・11トレンチからの出土遺物である（第43図）。

出土した遺物の中で最も古い段階のものは5で， 外面lζタタキを有する甑である。圧内
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第45図 新田遺跡遺物実測図

1. 4・9.土師器 2・3・5・6.須恵器 7，白磁 8.瓦器 10・ll.須恵質土器 12.瓦質土器

式併行期と恩われる。 との段階をl期とすると， 2期は6・8の段階で， TK208型式lと

併行する時期と考えられるが，遺物量は少ない。 3期にあたるのはTK209型式に併行する

時期であるが，図示し得る資料がなかった。 6トレンチで検出した遺構はこの時期である

が，周囲ではl期の遺物も出土している乙とから 1期の遺構も存在する可能性がある。 4

期にあたるのは， 1・2などの飛鳥 ・藤原京の皿期から平城京のE期にいたる約100年間の

遺物で，造物量は乙の段階のものが最も多い。 9トレンチにおける遺構検出面は乙の4期

の遺構面と考えている。 4期以降の遺物としては， 平安時代の須恵器 ・灰軸陶器や鎌倉時

代の瓦器 ・青磁なども出土しているが， 量的にはごくわずかである。

(2）新 国 遺 跡（第44・45図 ・図版第26・27)

新田遺跡は， 昭和58年度lと今回の調査地の西方約250mの地点、の調査が行われ， 5世紀
（注5)

代の竪穴式住居跡と旧河道を検出している。今回の新田遺跡の調査は，昭和63年度の内里
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八丁遺跡の調査地から八幡市境までの約24,000m2を調査対象とし， 14か所の卜レンチと

2か所の断ち割り地点を設定して行った（第44図）。

調査の結果，ほぼすべてのトレンチで厚い砂層とブロック状lζ入る粘土層を検出した。

ζの堆積状況から，調査地全域が木津川もしくは虚空蔵谷川の旧河道にあたるものと思わ

れる。乙の旧河道は，昭和58年度調査における旧河道（新）につながるものであろう。

出土遺物は（第45図），須恵器 ・土師器 ・瓦器 ・瓦質土器 ・白磁 ・瓦などがあるが，ほと

んどの造物が摩滅したものや水垢のついたものである。時期的には，今回図示できなかっ

たが，平底の土器片も出土しており，おそらく弥生時代からあるものと思われる。比較的

多いのは， 1～5などの古墳時代の遺物， 6・7の平安時代の遺物， 8 • 10～12の鎌倉時

代の造物である。最も新しい遺物としては， 9の土師皿や伊万里の染付などがあり，江戸

時代中期頃と思われる。乙のことから今回検出した旧河道の年代は，最も新しい段階で江

戸時代中期と考えられる。

5.まとめ

2年度にわたる内里八丁遺跡 ・新田遺跡の調査で，新田遺跡部分は旧河道，平成元年度

調査の内里八丁遺跡北部に遺構の存在することがわかった。そしてその中間部は旧河道に

ともなう氾濫原であるととが考えられる。内里八丁遺跡北部では，検出した遺構は少なか

ったが，堆積状況や遺物の出土状態などから周辺に何らかの遺構が存在することが予想さ

れる。また，遺構面は少なくとも 2面あり，上層は飛鳥時代から奈良時代，下層は古墳時

代と考えられる。

この内里八丁遺跡周辺は，条里地割も残っている地域であり，また足利健亮の推定する
（注ド

古山陰道も調査地付近を透る可能性がある。今後の本調査によってこれらの問題を解決す

る良好な資料が得られるものと思われる。 （荒川 史）

注1 昭和63年度調査参加者 滝脇喜充・塚本映子・中原昌弘

平成元年度調査参加者東高志・新庄一秀・田中悦子・柳田剛史・高野由美子・俵智子・

浜中邦弘 ・脇田友子・木下智保・岩永篤彦・牧回佳子・寺本智美・吉川誓二・岡村忠志・森田

千代子・奥平慶子・与十回節子・福田玲子

注2 奥村清一郎・伊辻忠司 「八幡地区闘場整備事業関係追跡昭和57年度発掘調査概要」（『埋蔵文化

財発掘調査概報（1983）』京都府教育委員会） 1983 

注3 奥村清一郎・伊辻宏、司「八幡地区圃場整備事業関係遺跡昭和58年度発掘調査概要」（『埋蔵文化

財発掘調査概報（1984）』京都府教育委員会） 1984 

注4 横田賢二郎・森田 勉「大宰府出土の輸入中国陶磁器についてー型式分類と編年を中心とし

て一」（『九州歴史資料館研究論集』 4 九州歴史資料館） 1978 

注5 注3文献

注6 足利健亮「山背の計画吉道」（『日本古代地理研究』 大明堂） 1985 
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6.木津川河床遺跡平成元年度発掘調査概要

1 はじめに

木津川河床遺跡は，木津川 ・宇治川・ 桂川の三川合流地点、から木津川上流lζ架かる木津

川大橋付近一帯に所在する。当遺跡は，この河川敷lζ散在する遺物の採集によって遺跡の

存在が予想、された。さらに，昭和57年度から本年まで数次にわたる発掘調査の結果，弥生

時代～古墳時代の集落，中・近世の素掘り溝，噴砂等の遺構が検出され，具体的lζ遺跡と

して確認された。乙れらの調査は，財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ ーが京都府

土木建築部の依頼を受け，洛南浄化センタ ーの諸施設の建設に先立って実施している。

本年度の調査は， 昭和61年度 「ET-2地区」北側のエアレーション・タンク槽（「ET3 

地区」）の建設予定地内である。調査期間は平成元年5月15日～9月14日までである。

調査の結果は， 「ET2地区」 と同様の古墳時代初頭の竪穴式住居跡，同時代の土器類，

土旗，中・近世の素掘り溝，噴砂等を検出し，その広がりを確認すること等，貴重な資料

を得ることができた。なお，発掘調査に係る経費は，京都府土木建築部が負担した。

第46図調査地位置図
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2.調査経過

今回の調査は， ET-2地区では弥生時代～古墳時代の集落跡が確認されており， さらに

その広がりを追認するととが主目的である。

卜レンチは， 前年度に幅5m・長さ約lOOmの試掘トレンチを入れ， 遺構の有無を調べ，

それに基づき東西60m・南北33mの卜レンチを決めた。調査面積は約2,000m2である。

調査地の掘削は， 中世の素掘り溝が検出できる函（地表下2m）まで重機で行った。 乙の

時点で中世・近世素掘り構， 噴砂等の平面形がほぼ検出できたが，予想以上lζ溝の重複，

大規模の噴砂等の存在するととがわかった。

調査地内の地区割りは，従来どおり，国土座標の第VI座標系を用いて座標北とし，乙れ

に直交して5m方限を組んだ。東西ラインは南から北に数字を， 南北ラインは東から西へ

アノレファベットを付してライン番号とした。5mの区画内の地区名は， その北西隅の交点、

をつくる東西 ・南北のライン名を用いた。 乙の地区名は， 昭和61年度ET-2地区の延長上

にあるためそのまま踏襲した。10・Lのポイントはx= 123, 570・Y=-26, 180である。
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第47図 卜レ ンチ配置図
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3.検出 遺 構（第48図）

基本層序（第54図）

木津川河床遺跡

今回の調査地の基本的な層序は，過去数次の木津川河床遺跡調査とほぼ同様の傾向を示

している。近世・現代層（1～6-2）を除く下層からは，近世以前の遺構 ・遺物が検出され，

地表下2m・標高8.5mlζ存在する。以下，各層毎lζ記述する。

近世lζ属する層は4-6-2がある。大半は水田耕作，床土である。 3は氾濫による堆積土

である。 4は素掘りの暗渠排水溝である。 11・14～17は，近世の大港内の堆積土で，地震

によって噴出した砂礁（14）である。

中世lζ属する土層は， 7 • 10がある。厚さ40cmを測り，一部平安時代lζ属するものが

ある。乙れは，水田あるいは畑の耕作土及び床土である。

12は，古墳時代の住居跡の基盤層である。砂質土で地盤がやわらかく，この中lζ古墳時

代及び弥生時代の遺物が含まれている。

18は， 厚さ1.5m以上の砂及ひー砂磯層である。 トレンチ全面lζ広がる噴砂のもとである。

出土造物は第52図16の壷がある。

素掘り溝（第48図）

第48図Iζ図示した素掘り溝は，ほとんど中世に属するものである。

素掘り溝はトレンチ全面に東西 ・南北方向lζ数多く検出した。幅o.2～Q. 3m・深さo.2 

～Q. 3m・長さ15mを越えるものがある。堆積土は，主lζ青灰色粘質土である。出土遺物

は瓦器椀， 土師器の細片がある。溝の先後関係，遺物の様相から 2～3の時期差がある。

卜レンチ北東部，南西隅の素掘り溝群は，溝の間隔が1.3～1. 6mを測り，畑地の様相を呈

している。その他は水田の暗渠排水溝であろう。

大溝（第48図）

トレンチ中央やや西よりに検出した幅3～5m・深さO.6mの溝である。断面は椀状を呈

し，粘土 ・砂礁が堆積している。平面で検出した当初，砂磯層（第54図18）が全面を厚く覆

っているため，大規模な噴砂であろうと考えた。しかし，堆積状況が不自然であるため，

噴砂によって水固に広がった砂礁を溝内に寄せ集めたものと考えるに至った。乙の溌の性

格は，農業用水路と思われる。

竪穴式住居跡

竪穴式住居跡は， 合計8棟検出したが，それぞれ切り合っており， 3時期にわかれる。

出土遺物は庄内式土器がほとんどで，狭い時期lζ限られる。平面形はすべて方形を呈し，

方位は真北から大きく振れる。

竪穴式住居跡SH01・02・03（第49図）

SH01 3棟のうち最も新しい時期のものである。規模は3.4m×4. 2m，残存高はo.15 
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mである。柱穴や壁溝は検出されなかった。床面は噴砂によって東側（大溝側）がせり上る。

柱穴 ・壁溝はないが，北辺lζ不定形な炭化物の集積があった。出土遺物は古墳時代の土師

器の細片があった。方位はN45。Eである。

SH02 SHOlの下層より検出された。規模は3.6m×4. Om以上， 残存高O.lmである。

床面には柱穴 ・壁溝がなし、。堆積土は青灰色砂質土である。出土遺物は古墳時代の土師器

の細片がある。方位はN68°Eである。

SH03 規模は3.lm ×？を測る。堆積土は淡青灰色砂質で遺物は全くない。

竪穴式住居跡SH04・05（第50図）

SH04 卜レンチ南東端で検出した。乙れは61年度調査の竪穴式住居跡SH89の北半分

に相当する。規模は4.2m以上×3.4m以上，残存高O.3mを測る。床面には柱穴 ・壁溝は

ない。焼土，炭化物の集積が北東辺にあり，古墳時代初頭の土師質聾，器台，高杯等が多

量lと含まれる。堆積土は青灰色粘質土で炭化物が混入している。方位はN54。Eである。

SH05 SH04の下層より出土し， ほぼ同じ方位（N45。E）を示す。規模は5.7m×6m以

上，残存高はO.2mを測る。堆積土はSH04＇ζ類似するが炭化物の混入は少ない。住居のコ
ーナーには噴砂坑があり，壁に沿って噴砂がみられる。

竪穴式住居跡SH06・07・08（第51図）

SH06 SH05付近で検出した。規模は4.8m×4.7m，ほぼ正方形を呈し，残存高O.2m 

を測る。方位はN6°Wである。床面には円形の柱穴を検出したが壁溝はない。堆積土は，

青灰色砂質土lζ炭化物が混入し，部分的に焼土，炭化物の密集があった。出土造物は，古

墳時代の土師質斐 ・壷 ・高杯 ・器台等がある。

SH07 SH06の下層より検出した。規模は4.9m×6. Om・残存高0.15m，方位はN57°

Eである。堆積土は青灰色粘質土であり，炭化物，焼土を含む。出土造物は古墳時代の土

師質整 ・壷がある。

SH08 規模は2.7m×4. 2m以上，残存高0.15mを測る。堆積土は青灰色砂質土である。

遺物は土師質聾の細片がある。方位はN62°Eである。

噴砂（第48図）

木津川河床遺跡の噴砂について，昭和61年度調査概報において，年代（慶長5年）， 地震

の規模，震源地等が解明されている。今回の噴砂は前述した内容と一致するものであるが，

トレンチ全域に及ぶもので， しかも，遺構とのかかわりがよくわかる資料である。

噴砂の規模は幅数mm～30cm・長さ30m以上を測り，東西 ・南北方向及び斜め方向に

走る。乙の砂は第48図18の黄褐色砂礁が噴き出したもので，特に砂の噴き上げが多い。

噴砂と遺構との関連を示す例として，（l)SDOlの東肩，大溝の東肩 (2）竪穴式住居跡SH
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第49図 竪 穴式住居跡 1・2・3

。 2円、

竪穴式住居跡4

第50図 竪穴式住居跡 4・5
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第51図 竪穴式住居跡 6・7・8

05 • SH08の壁面 (3）土坑群付近の噴砂等がある。

(l)SDOlの堆積土は固くしまった粘質土で，一方，溝の基盤層は砂質土であり，明らか

に土質の違いが噴砂の要因であろう。大溝（第54図）の噴砂も同様である。

(2)SH05のコーナーには噴砂坑（円錘状lζ噴き上げてできる噴砂）がみられ， と乙から放

射状lζ北東壁と北西壁に噴出している。 ζれも土質の逢し、（固さ）で生じたものである。

(3）土坑に沿って縦横無尽に走っている。土坑2の東側の噴砂は土坑を壊している。

4. 出土遺物（第52図，第53図）

出土遺物には弥生時代から近世lζ至る遺物があり，コンテナー ・パットで約15箱分があ

る。とりわけ弥生時代後期から古墳時代初頭の土器類が大半を占め，乙れらは庄内式土器

と呼ばれている。 この時期の遺物は，竪穴式住居跡・土坑から出土したもので，ET2地

区と同じような傾向がみられる。

竪穴式住居跡SH04（第52図1～8)

lは口径16.4cm，土師質査である。器壁が厚く，二重口縁を有し， 二段目は短く外傾
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し一段目が長く直線的に斜め上方に立ち上がる。休部外面はハケによるカキ目，内面はへ

ラ削りを施す。肩部lζは幅広い1条の沈線がある。

2は口径19.5cm，土師質高杯である。器壁が一様に厚L、。焼成は不良である。

3～8は土師質整である。器壁が厚いもの（3・5・6・8）と薄いもの（4・7）がある。

3は「く」の字形の頚部を有し，ロ縁部は外反しながら斜め上方にのび，端部は狭い平

坦面を持つ。体部外面の上半部は荒いタタキ目，下半部は縦方向のハケ目を施す。内面は

全面lζケズリ調整を施す。口縁部内外面は横ナデによる仕上げを行う。

4は口径lcm。「く」の字形の頚部を有し， 口縁端部は細くおさまる。体部外函はタタ

キ目ののちナデによって消す。内面は，全面ケズリ調整する。

6は 「く」の字形の頭部を有し，口縁部は内湾しながら斜め上方にのび，端部は上方に

小さくつまみ上げ，外側lζ平坦面をもっ。色調は暗茶褐色で，いわゆる 「河内産」の土器。

7は口径17.lcm・器高23.Dem。鋭く屈曲する「く」の字形の頚部を有し，ロ縁部はや

や外反しながら斜め上方にのび，端部は外側lζ細くおさまる。胴部は丸く張り，底部は小

さい平底である。休部外面の上半部は斜め方向のタタ キ自，下半部は縦方向のハケ目を施

す。内面は横方向のへラ削りで調整する。

8は口径34.2cm, ゆるやかな 「く」の字形の頭部を有し， 口縁部は内湾しながら斜め

上方にのび，端部は丸くおさまる。

竪穴式住居跡SH06（第52図18～29)

18～20・29は土師質聾である。18は口径16.4cm，「く」の字形の頚部を有し， 口縁部は

外反しながら斜め上方にのび，端部は丸く おさまる。体部外商は細し、ハケ目，内面はケズ

リの後ナデを施す。 19は口径14.7cm，形態は18と類似するが， 器壁が厚い。外面はタタ

キ目， 内面はケズリを施す。20は口径21.2cm, 口縁端部はつまみ上げる。 外面はタタキ

目内，面はケズリを施し， 全体に器壁を薄く仕上げる。 29は口径27.2cm, やや胴長の聾

である。体部内外而ともハケ目調整である。

21～23・26・28は土師質高杯である。21は口径27.Dem, 杯部は内湾ぎみに斜め上方lと

立ち上がり，端部は細く丸くおさまる。外面はへラ磨きを施す。 22は口径23.8cm, 杯部

は直線的に大きく外方lと開き， 端部は丸くおさまる。 外面lζ断面三角形の段を有する。 23

は口径22.Demで，器壁が厚い。杯部は水平な底部から直立ぎみに立ち上がり， 中途で大

きく外反する。 端部は直上につまみ上げ，外側lζ平面を形成する。 ζの面lと波状文を巡ら

し，竹管文を2個並べて間隔をおいて配する。内面は直線的な櫛描文と波状文を組み合せ

て描く。26・28は高杯の胸部である。 28は柱部から大きく屈曲して外方に聞き，端部は丸

くおさまる。 外面は放射状のきめ細かいへラ磨きを施す。
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竪穴式住居跡SH07（第53図17・30)

17は土師質聾である。口径16.2cmで，端部は直上につまみ上げ，外側lと平坦面をもっ。

30は口径13.Ocmの土師質の直口査である。やや外傾する長い口頭部をもっ。

竪穴式住居跡SH08（第52図9～12)

9は口径16.3cmの土師質聾である。器壁が薄く，「く」の字形の頚部を有し，外反しな

がら斜め上方にのび，端部は断面三角形状に肥厚する。 体部外面の全面lと横方向のタタキ

目，内面は横方向のケズリを施す。口縁部内面は横ハケで調整する。

10・11は土師質器台で，小型品である。10は口径8.6cm・器高6.2cmを測る。横方向Iζ

聞く受け部から口縁部が斜め上方にのび，端部は丸くおさまる。脚部は外反ぎみにスカー

ト状lζ聞き，円形の孔が3個付く。外面はへラ磨きを施す。 11は口径9.8cm・器高7.2cmで，

受け部は斜め上方に聞き，口縁部は丸くおさまる。脚部は直線的にスカー 卜状に聞く。

素掘り溝（第53図31～35)

31～33は土師質皿である。31は口径9.Ocm・器高1.7cmで，内外面ナデ調整を施す。 32

は口径15.7cm・器高2.Ocm。底部は平底で， 口縁部は外傾し丸く終る。内外面にナデ調

整を施す。 33は口径12.2cm・器高2.Ocmで， 器壁が薄く，口縁部は「て」の字口縁である。

34・35は瓦器椀である。 34は底部には低い台形状の高台が付く。内面には数条の暗文を

荒く施す。

遺物包含層（第52図12～16)

12～15は中世の水田を形成する淡茶褐色土層から採集したものである。 12は口径24cm,

瓦質の羽釜である。 13は口径13.5cmの土師質鉢である。 14は土師質の高杯か器台の脚部

である。外面はへラ磨き調整する。 15は土師質椀である。底部には逆台形の高台が付く。

16は砂磯層（第53図18）から出土した土師質， 短顎壷である。 口径11.6cm，器壁が一様に

厚い。胴部は丸く張り，小さい 「くJの字形の頭部を有し，口縁部は直上する。端部の外

側は，幅広い枕線を施し稜線が1条走る。体部外面は荒いハケの後ナデ消す。 内面は細か

い横ハケを施す。底部には台がとり付くものであろう。

5.まとめ

今回の調査ではET-2地区に引き続き，圧内併行期の集落遺構を検出し， その範囲がさ

らに北へ広がることを確認した。これに伴い出土した圧内式土器は，生駒西麓産（河内産）

が多数あり，木津川ー淀川ノレートの土器交流が盛んであったことがうかがえる。

噴砂は大規模な地震の痕跡を示すばかりか，予想以上に遺構を潰しており，調査を実施

する上で大きな影響を与えた。 （竹井治雄）
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